
3）コミカルバギー（●）
6）トラックレーシング（●）

予選&決勝レースの順番 予選&決勝とも下記の順番でクラスごとに行われます。

2）TD2ワンメイク（●）
5）タミグラ☆フレッシュ
1）クラシックバギー
◆予選&決勝とも下記の順番でクラスごとに行われます。

◆すべての予選はタイムレース形式です（各クラスの走行時間は予選2～3分（予定）、決勝3～4分（予定）です）。
◆「●」はLFバッテリー指定クラスです。レース直前に電圧計測を実施します（バッテリーの電圧が7.3Vを超えた場合、走行ができません）。
◆「クラシックバギー」「TD2ワンメイク」「コミカルバギー」「ラリーグランプリ」はコース上に障害物（ジャンプ台など）を設置予定です。

7）MAZDA JJ グランプリ
4）ラリーグランプリ（●）
8）タミヤツーリング

マシンレギュレーションについて
◆各クラスのレギュレーションについては必ずタミヤHP「タミヤグランプリ全
日本選手権2022 総合案内」をご確認ください（右記QRもご覧ください）。
◆レース後の車検でレギュレーション違反となった場合、タイム抹消となり
ます。ご注意ください。
◆マシン1台につき1クラスエントリー可能です。複数のクラス、または他の
選手と1台のマシンを共有することはできません。
◆会場内にタミヤRCクリーナースプレー（87039）以外のスプレー類の持ち込みはできません。

タミヤグランプリ
大会規則

タミヤGP車輌規則
の追加事項2021

タミヤHPをご覧になれない方は
グランプリ係迄お問い合せください。

朝の車検は行いません。マシンレギュレーションは十分注意してください。

指定モーターの上限回転数・最大KV値について
◆タミヤグランプリでは、使用可能モーターの上限回転数・最大KV値を設定さ
せていただきます。各モーターの数値についてはタミヤHPをご覧ください。

◆大会中、予選・決勝を問わず選手のモーター回転数・最大KV値をチェッ
クさせていただく場合があります。
◆計測ではタミヤが準備したモーターチェッカーを使用します。
◆会場内にブラシレスモーター用KV値チェッカーを設置します。事前の計
測は、選手一人1クラス2回までとし、タミヤスタッフが行います。KV値計測のみ行いますので、その場で調整はできません。

「各種ブラシモーターの上限回転数と
ブラシレスモーターの上限KV値について」

右図のQRコードよりご覧いただけます。→

重 要
●体調が優れない、風邪のような症状がある方は無理をせず、参加をお控えください。また、会場にて体調不良が見受けられた方
には、お声がけさせていただく場合があります。状況によっては参加をお断りする場合や、途中退場いただく場合もあります。
●感染症予防・拡散防止には咳エチケットやこまめな手洗い等の実施が重要ですので、ご協力お願いいたします。
●感染症拡大等の情勢の変化により、急遽大会が開催中止となる場合がございますので、予めご了承ください。

Infomation...
◆イベント中止の場合、右記twitterでご案内します（当日朝7時より）。
◆事故防止に最善の注意を払いますが、事故・盗難・ケガなどの損害が生じた
場合の責任は負いかねます。もしもの事態の為、保険証のコピーは必ずご持参ください（イベント中はご自身でお持ちください）。
◆盗難防止の為、必ず貴重品は身に付けてください。また、ピットを離れる場合は周囲で声を掛け合うなど、マシンやプロポの管理にも注意してください。
◆イベントの模様は静止画、動画などで撮影され、印刷物やホームページなど、タミヤが関係する各メディアで公開されることがあります。ご了承の
上、ご参加ください。

Tamiya RC Models　twitter → https://twitter.com/TAMIYAGP_STAFF

計測システム〈AMB〉について
◆ボディに直径7mmの穴をあけ、突起部分を上にして取り付けてください（会場内に穴あけ用のドリルを用意します）。
◆シャーシ部に固定することも可能です。車種によっては取付用のステーや穴があります。自作のステー等で取付も可能です。
◆マシンが転倒しても発信器が傷つかない位置に取り付けてください。また、ドライブシャフトやベルト、タイヤ等の
駆動部分に触れる場所も避けてください。
◆メタルサーボやバッテリーの上は電波が遮断され、AMBの感度が下がることがあります。ご注意ください。
◆ウイリー系シャーシでは、できるだけ低い位置に搭載してください。
◆走行中に外れないよう、付属のキャッチピンでしっかりと固定してください。

計測はAMBを使用。出走全車に下図の発信器/トランスポンダーを装着します。

（タミヤRCカーグランプリ 岡山大会　7月24日開催）


